
② 2030年度に向けたロードマップ ※更なる推進▲０．２５％分

R４ R5 R6 R7 R8以降
2022 2023 2024 2025 2026～

施策内容 R5～R7の３
年間実施状況を踏まえて
３年毎の見直しを基本と

する

削減量 対前年△3.65％

家庭

産業
業務
運輸

【行動継続・新施策の実践】
・「アクションプラン」に基づく省エネ行動の
実践
・道アプリの利用参加
・啓発イベント等への参加
・ナッジ手法に基づく施策の実践
・道アプリの利用参加と、利用データ分析に基づ
いた施策の実践
・インセンティブシステムへの利用参加、活用に
よる家庭の温室効果ガス排出量見える化

【行動開始・継続】
・「アクションプラン」に基づく省エネ行動の
実践
・道アプリの利用参加
・啓発イベント等への参加

【事前準備】
（Ａ）事業者アンケート実施
⇒市内企業（工業クラブ）へアン
ケート調査を行い、現行で実施さ
れている省エネ策、温室効果ガス
排出量把握状況等を調査
「見える化促進モデル事業」の検
討及び事業者の参加確認

・Ｒ５以降の事業計画作成

【事前準備】
（Ｂ）行動計画（アクションプ
ラン）の作成
⇒市の事業実施方針やアプローチ
方法を定めた行動計画（アクショ
ンプラン）作成

・Ｒ５以降の事業計画作成

【システム導入・情報提供】
■対象：工業クラブ２６社
・「温室効果ガス見える化」システム導入、利
用、情報提供
・啓発イベントへ参加

（Ａ ）事業者の温室効果ガス排出量見える
化促進モデル事業
【導入支援・情報収集・サポート】
・システム導入依頼、支援、データ収集
※参加企業数：23社（恵庭工業クラブ26社）
（内3社システム導入）

・企業の省エネ診断募集（診断士派遣）
⇒すぐに取り組む事が可能な項目の実施要請

・事業者への削減計画の提出依頼
・事業者補助施策導入のサポート
・啓発イベントへの参加要請

【施策の実践・自主改善】
・削減計画の設定、提出、実施
・「省エネ診断」を基に自社削減策の実施
・事業者補助施策の申請、実施
・啓発イベントへの参加

【実施・サポート】
・施策周知、対象企業拡大
※参加対象企業数（想定）：約40社
（恵庭工業クラブ（継続）、商工会議所会員企業
など）
・エネルギー使用量データ収集
・企業の省エネ診断募集（診断士派遣）
⇒より詳細な診断、分析と削減策提案

・事業者への削減計画の提出依頼
・事業者補助施策導入のサポート
・啓発イベントへの参加要請

【施策の実践・自主改善】
・削減計画の設定、提出、実施
・「省エネ診断」を基に自社削減策の実施
・事業者補助施策の申請、実施
・啓発イベントへの参加

【実施・サポート】
・施策周知、対象企業拡大
※参加対象企業数（想定）：約40社
（恵庭工業クラブ（継続）、商工会議所会員企業
など）
・エネルギー使用量データ収集
・企業の省エネ診断募集（診断士派遣）
⇒より詳細な診断、分析と削減策提案

・事業者への削減計画の提出依頼
・事業者補助施策導入のサポート
・啓発イベントへの参加要請
・施策の検証・見直しに向けた検討

【行動継続・新施策の実践】
・「アクションプラン」に基づく省エネ行動の
実践
・道アプリの利用参加
・啓発イベント等への参加
・ナッジ手法に基づく施策の実践
・道アプリの利用参加と、利用データ分析に基づ
いた施策の実践

（Ｄ）「環境エネルギー展」※イベントでも市民向け施策のモニター募集、「うちエコ診断」、「アクションプラン賛同書」 etc.の啓発事業

（Ｂ ）ゼロカーボンに向けた市民の行動喚
起事業
【調査・分析・施策策定】
・アクションプランの周知
・道アプリの利用喚起

・啓発イベントの実施
・ナッジ手法に基づく施策の準備（無作為抽出
の1000世帯に調査＋モニター募集（目標数40世
帯以上））、アンケート等によるデータ収集、
分析、実施への課題抽出、効果的施策の検討
・道アプリ利用目標数検討、設定

（Ｃ）道アプリ「家庭のＣＯ２排出量見える化アプリ（ゼロチャレ！家計簿）」の利用喚起
⇒広報誌、「ちゃんと」、「FM e-niwa」、市ホームページなど ※利用世帯は随時募集・拡大

【施策展開・見直し】
・アクションプランの見直し・改訂検討
・道アプリの利用喚起
・インセンティブシステムの設計、運用方針決定
・啓発イベントの実施
・ナッジ手法に基づく分析・評価を基に「削減効
果の大きい行動」の抽出、市域へ全体への普及手
法の検討・実施

【施策継続・見直し】
・アクションプランの見直し・改訂検討
・道アプリの利用喚起
・インセンティブシステムの運用
・啓発イベントの実施
・ナッジ手法に基づく分析・評価を基に「削減効
果の大きい行動」を市域全体へ普及、実施を促進

・施策、展開手法の検証、見直しに向けた検討

温室効果ガス削減量（目標値） 産業：６４０ｔ／年 業務：２００ｔ／年 運輸：１７０ｔ／年 計１，０１０ｔ／年

【効果検証・施策検討など】・産学金官参加型の「環境審議会部会」の設置検討、立ち上げ、運営
【学習・意識醸成】 ・先進事業者による講演会、パネルディスカッション等の開催

温室効果ガス削減量（目標値） 家庭：２７０ｔ／年
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【各種サービスの提供】
・「温室効果ガス見える化」システムの利用権提供 ・脱炭素セミナーの開催
・導入企業への融資提案、脱炭素工程表と行動計画策定の支援

市
民

市

①

② ④

③ ⑤

⑥

◇3  ◇5  ◇1  

◇2  ◇4  ◇6  

※◇1 ～◇6 については施策、事業の

流れを表すもの
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流れを表すもの 

資料１


